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論
考

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
か
ら
見
た
一
七
世
紀
の
日
本

九
州
大
学
大
学
院
教
授

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

南
蛮
人
の
遺
産

一
五
四
九
年
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
や
、
彼
の

後
に
日
本
に
来
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
書
簡
で
は
、
中
国
と
は
対
照
的
に
西
洋
人
を
寛

大
に
受
け
入
れ
た
日
本
の
こ
と
が
、
極
端
な
ほ
ど
礼
賛
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
は
質

素
に
暮
ら
し
、
礼
儀
正
し
く
勇
敢
で
素
晴
ら
し
い
文
化
を
持
っ
た
、

新
発
見
地
の

中
の
最
良
な
る
者
」
で

１
）

あ
っ
た
。

ジ
パ
ン
グ
」（
日
本
国
）
は
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
が
描

い
た
ほ
ど
の
黄
金
の
国
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
石
見
、
佐
渡
、
生
野
な
ど
で
採

れ
た
銀
や
金
は
、
南
蛮
貿
易
に
よ
り
大
量
に
流
出
し
て
、
当
時
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た

貨
幣
経
済
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
初
期
の
日
本
像
に
加
え
、
さ
ら

に
は
キ
リ
ス
ト
教
文
学
が
好
ん
だ
「
見
知
ら
ぬ
地
」（lo

cu
s a

m
o
en
u
s

）
の
不
思

議
な
景
観
や
、
地
の
果
て
の
島
（u
ltim

a
 
T
h
u
le

）
に
辿
り
着
い
た
西
洋
人
の
驚

嘆
も
加
わ
っ
て
、
当
初
の
布
教
活
動
の
素
晴
ら
し
い
成
果
が
あ
が
る
に
つ
れ
、
西
洋

の
読
者
た
ち
は
こ
の
東
方
の
理
想
郷
へ
ま
す
ま
す
強
い
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た

の
で

２
）

あ
る
。

し
か
し
、
宣
教
師
の
日
本
熱
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
国
内
の
戦
乱
と
大
小

様
々
の
失
策
の
た
め
一
五
七
〇
年
代
頃
か
ら
布
教
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
次
第
に

厳
し
さ
を
増
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
本
部
が
派
遣
し
た
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

は
、
総
合
的
調
査
の
た
め
ベ
テ
ラ
ン
宣
教
師
フ
ロ
イ
ス
神
父
の
手
に
よ
り
日
本
に
お

け
る
教
会
の
歴
史
な
ら
び
に
日
本
文
化
の
概
要
を
執
筆
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ま

ざ
ま
の
不
安
や
疑
問
を
抱
え
な
が
ら
フ
ロ
イ
ス
は
、
一
五
八
五
年
に
書
き
上
げ
た
日

本
文
化
に
関
す
る
論
文
に
お
い
て
日
本
と
西
洋
の
相
違
点
や
対
立
点
を
明
ら
か
に

し
、
日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
対
蹠
地
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
以
前
の
よ
う
な
日

本
礼
賛
は
消
え
、
日
本
人
の
勇
気
と
誇
り
は
残
忍
さ
と
傲
慢
に
、
道
徳
は
悪
徳
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
日
本
と
の
地
理
的
距
離
が
あ
る
こ
と
が
文
化
的
差
異
の
象
徴
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

３
）

あ
る
。
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
届
く
書
簡
や
年
報
に
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
関
す
る
記
述
が
増
え
、
次
第
に
読
者
の
日
本
人
像
は
二
分
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
善
良
な
信
者
を
虐
殺
す
る
日
本
人
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
反
面
、

信
仰
の
た
め
に
死
を
選
ぶ
日
本
人
の
こ
と
が
称
賛
の
的
に
な
っ
た
。
後
者
の
一
部
は

宗
教
劇
の
主
人
公
と
し
て
南
部
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
劇
場
で
一
八
世
紀
に
至

る
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
「
手
本
」
と

４
）

な
っ
た
。

対
外
関
係
の
再
編

い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
へ
の
動
き
は
、
長
期
的
戦
略
に
由
来
す
る
も
の
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
数
十
年
に
わ
た
る
様
々
な
出
来
事
や
刺
激
に
対
す
る
反
応
の
結
果
で
あ

り
、
一
六
三
九
年
に
南
蛮
人
に
布
告
さ
れ
た
「
来
航
禁
止
令
」
は
、
豊
臣
秀
吉
の
伴

天
連
追
放
令
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
数
々
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
「
最
後
の
禁
令
」
と

い
え
よ
う
。

鎖
国
」
と
い
う
言
葉
が
そ
の
後
約
一
六
〇
年
を
経
て
よ
う
や
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
一
七
世
紀
の
政
策
責
任
者
の
念
頭
に

あ
っ
た
も
の
は
、
何
よ
り
も
新
し
い
支
配
体
制
の
確
立
と
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
の

安
定
で
あ
っ
た
。
海
外
貿
易
の
管
理
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
九
州
諸
大
名
の
収
入
削

減
や
金
銀
流
出
な
ら
び
に
輸
入
品
市
場
の
把
握
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
宣
教
師
が
布

教
に
努
め
て
い
た
一
神
教
秘
め
ら
れ
て
い
る
力
も
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
当
初
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
一
六
三
九
年
の
来
航
禁
止
令
の
本
質
を
正
し
く
は
理
解
し
て
い
な
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か
っ
た
。
翌
年
来
日
し
た
マ
カ
オ
船
の
カ
ピ
タ
ン
（ca

p
ita
o

）
は
、
商
品
を
積
ん

で
い
な
い
の
で
、
使
節
と
し
て
交
渉
を
行
え
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
そ
の
四
年

後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
が
派
遣
し
た
使
節
も
楽
観
的
だ
っ
た
が
、
平
戸
商
館
長
カ
ロ
ン

も
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
バ
タ
フ
ィ
ア
総
督
も
、
問
題
と
な
る
宗
教
的
側
面
を

よ
く
理
解
し
、
日
本
で
の
言
動
に
は
注
意
を
払
っ
て

５
）

い
た
。

南
蛮
人
の
追
放
に
よ
り
、
長
崎
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
南
蛮
船
は
姿
を
消
し
、
地

元
の
経
済
は
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
。
も
と
も
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
収
容
す
る
た
め

に
莫
大
な
費
用
を
つ
ぎ
込
ん
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
築
島
（
出
島
）
の
事
業
も
、
投
資

家
の
破
産
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
市
民
の
間
に
高
ま
る
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
幕
府
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
圧
力
を
か
け
、
つ
い
に
は
直
轄
地
、
長
崎

へ
の
移
転
の
了
解
へ
と
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

当
時
の
対
外
的
権
限
は
幕
府
に
集
中
し
て
い
た
が
、
松
前
藩
、
対
馬
藩
、
薩
摩
藩

は
近
隣
の
国
や
地
域
と
の
交
渉
を
保
ち

６
）

続
け
、
通
常
の
実
務
を
任
さ
れ
て
い
た
の

で
、
物
や
情
報
の
往
来
は
さ
ほ
ど
衰
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
後
を
絶
た
な

い
密
貿
易
や
遭
難
船
の
漂
流
が
近
世
日
本
の
国
際
交
流
に
貢
献
し
た
こ
と
も
見
過
ご

し
て
は
な
ら
な
い
。

一
七
世
紀
の
国
境
に
あ
い
ま
い
な
領
域
は
あ
っ
た
も
の
の
、
幕
府
の
「
華
夷
」
意

識
は
す
で
に
観
察
で
き
る
。

か
ぴ
た
ん
も
つ
く
ば
は
せ
け
り
君
が
春
」
と
い
う
芭

蕉
の
俳
句
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
紅
毛
人
の
カ
ピ
タ
ン
は
、
一
六
三
三
年
以
降
毎

年
江
戸
へ
参
府
し
、
通
商
許
可
に
対
す
る
謝
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

カ
ピ
タ
ン
は
朝
鮮
王
朝
の
通
信
使
と
同
じ
く
江
戸
城
の
大
広
間
で
の
拝
謁
を
許
さ

れ
、
献
上
品
に
対
し
時
服
な
ど
の
返
礼
も
受
け
取
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
国
の
代
表
者

と
見
な
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な

７
）

か
っ
た
。
一
六
四
七
年
長
崎
に
辿
り
着
い
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
王
の
使
節
は
追
い
返
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
幕
府
が
「
オ
ラ
ン
ダ
王
朝
」
の

同
様
な
特
使
の
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
は
、
商
館
長
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
ど
う
で

あ
っ
た
か
を
よ
く
表
し
て

８
）

い
る
。

紅
毛
人
の
体
験

南
蛮
勢
力
と
の
敵
対
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
布
教
活
動
は
行
わ
ず
に
低
姿
勢
で

い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
国
外
追
放
を
免
れ
た
が
、
出
島
へ
の
移
転
後
彼
ら
の
行
動
範
囲

は
著
し
く
狭
め
ら
れ
た
。
出
島
は
借
地
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
有
地
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
の
外
出
は
禁
じ
ら
れ
、
出
入
り
す
る
職
人
、
通
詞
、
検
使
な

ど
は
、
長
崎
奉
行
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
冷
静
で
忍
耐
力
の
強
い
医
師
ケ
ン
ペ

ル
で
さ
え
、
そ
れ
に
対
し
て
「
牢
屋
」
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
。
一
七
世
紀
に

七
つ
の
海
の
覇
者
だ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
長
崎
湾
の
入
り
口
付
近
で
、
十
字
架
や

聖
書
な
ど
宗
教
色
の
強
い
も
の
を
す
べ
て
隠
し
、
湾
に
入
っ
て
か
ら
は
武
器
や
火
薬

な
ど
を
出
航
ま
で
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
糸
割
符
制
度
、
相
対
貿
易
、
仕

法
商
法
、
定
高
仕
法
、
代
物
替
商
法
と
、
世
紀
末
ま
で
続
く
貿
易
形
態
の
改
革
に
よ

り
東
イ
ン
ド
会
社
の
収
益
は
最
終
的
に
か
な
り
減
少
さ
せ
ら
れ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
は

幕
末
ま
で
日
本
と
の
関
係
を
重
ん
じ
、
手
を
引
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
三
六
年
、
平
戸
商
館
長
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
は
、
バ
タ
フ
ィ
ア
か
ら
の
一

連
の
問
い
に
答
え
る
形
で
日
本
の
地
理
、
宗
教
、
法
律
、
住
居
、
子
供
の
養
育
等
々

を
採
り
上
げ
比
較
的
好
意
的
な
日
本
像
を
ま
と
め
て

９
）

い
る
。『
強
大
な
王
国
日
本
』

と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
の
著
作
は
、
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
殉
教
報
告
と
な

ら
び
、
一
七
世
紀
前
半
の
最
も
重
要
な
情
報
源
で
あ
っ
た
が
、
後
に
東
イ
ン
ド
会
社

か
ら
離
れ
た
カ
ロ
ン
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
反
発
は
強
か
っ
た
。
ま
た
、
一
六
四

―42―



一
年
か
ら
出
島
で
の
商
業
活
動
や
日
常
生
活
に
お
い
て
様
々
な
制
約
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
商
館
員
の
日
本
観
が
厳
し
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
反
発
に
荷
担

し
た
の
で
あ
る
。

出
島
へ
の
移
転
後
、
国
内
の
動
き
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

10
）

か
っ
た
。
こ

の
点
で
商
館
長
の
他
二
、
三
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
通
詞
、
料
理
人
、
検
使
な
ど
数

多
く
の
日
本
人
を
伴
っ
て
行
っ
た
江
戸
参
府
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歴
代

の
商
館
長
は
、
長
崎
街
道
、
瀬
戸
内
海
及
び
東
海
道
の
様
子
を
業
務
日
誌
に
綿
密
に

記
録
し
て
い
た
。
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
宿
（
長
崎
屋
）
で
の
訪
問
者
の
接
待
、
幕
府
関

係
者
と
の
交
渉
及
び
江
戸
城
で
の
謁
見
な
ど
は
、
日
本
の
上
層
部
に
つ
い
て
知
る
手

段
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
が
重
要
視
し
た
拝
謁
は
多
く
の
商
館
長
に
は
不

評
だ
っ
た
。
大
広
間
の
御
簾
の
中
に
隠
れ
て
姿
を
見
せ
な
い
将
軍
の
前
で
黙
っ
て
平

伏
す
る
こ
と
は
、
王
侯
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
西
洋
の
謁
見
と
は
あ
ま
り

に
も
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
五
代
将
軍
綱
吉
は
、
こ
の
正
式
の
拝
謁
が
終

わ
っ
て
か
ら
江
戸
城
の
白
書
院
で
も
う
一
つ
の
会
見
の
場
を
設
け
た
が
、
西
洋
の
歌

や
演
技
な
ど
を
し
つ
こ
く
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
商
館
長
た
ち
に
と
っ
て
耐
え
難
い
も

の
で
あ
っ
た
。
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
「
謁
見
」
の
「
第
二
幕
」
は
綱
吉
の
死
に
よ
っ
て
終
わ
る
も
の
の
、

そ
れ
は
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
想
像
力
と
感
情
を
刺
激
す
る
日
本
像
の
一
端
と
し

て
一
九
世
紀
ま
で
存
続
す
る
こ
と
に

11
）

な
る
。

学
術
交
流
の
始
ま
り

一
六
三
九
年
七
月
、
平
戸
商
館
長
カ
ロ
ン
は
老
中
酒
井
忠
勝
及
び
大
目
付
井
上
政

重
等
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
追
放
後
に
は
、
日
本
が
必
要
と
す
る
生
糸
、
絹
、
医
薬

品
の
供
給
を
保
証
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
、
再
三
に
わ
た
っ
て
尋
ね
ら
れ
た
。
幕

府
が
国
の
対
外
依
存
度
の
高
さ
を
気
に
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
西
洋
の
科

学
技
術
に
対
す
る
日
本
側
の
姿
勢
も
こ
の
時
期
か
ら
変
わ
り
始
め
る
。
島
原
の
乱
で

直
接
射
撃
用
の
カ
ノ
ン
砲
が
攻
城
の
兵
器
と
し
て
役
立
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
か
ら
、
間
接
射
撃
用
の
臼
砲
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
専
門
家
の
派

遣
を
要
請
さ
れ
た
東
イ
ン
ド
会
社
は
し
ば
ら
く
難
色
を
示
し
て
い
た
が
、
一
六
四
九

年
測
量
術
と
臼
砲
に
精
通
し
た
軍
人
を
特
使
フ
リ
ジ
ウ
ス
の
使
節
団
に
加
え
、
臼
砲

数
門
と
と
も
に
日
本
に
送
っ
た
。
幕
府
の
依
頼
に
よ
り
、
こ
の
「
火
矢
打
」
ユ
リ
ア

ン
と
、
同
伴
の
外
科
医
カ
ス
パ
ル
ら
計
四
人
は
フ
リ
ジ
ウ
ス
一
行
が
長
崎
へ
帰
っ
て

か
ら
も
、
さ
ら
に
数
ヶ
月
間
江
戸
に
残
っ
て
い
た
。
ユ
リ
ア
ン
が
披
露
し
た
試
射
は

高
評
だ
っ
た
。
カ
ス
パ
ル
の
治
療
は
上
層
部
の
間
に
西
洋
外
科
術
に
対
す
る
強
い
関

心
を
呼
び
起
こ
し
、
紅
毛
流
外
科
の
誕
生
に
つ
な

12
）

が
る
。
一
六
五
一
年
か
ら
東
イ
ン

ド
会
社
は
医
薬
品
、
医
書
、
道
具
な
ど
の
注
文
を
継
続
的
に
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
歴
代
の
商
館
医
は
長
崎
と
江
戸
で
外
科
術
の
教
授
を
行
う
よ
う
に
も
な
っ
た
。

ま
た
、
治
療
と
教
授
の
場
に
立
ち
会
う
通
詞
の
中
か
ら
も
、
猪
俣
伝
兵
衛
、
本
木
庄

太
夫
、
楢
林
鎮
山
な
ど
西
洋
医
学
を
志
す
者
た
ち
が
現
れ
る
よ
う
に

13
）

な
っ
た
。

一
六
六
七
年
、
高
価
な
西
洋
医
薬
品
の
輸
入
を
減
ら
す
た
め
に
、
両
長
崎
奉
行
は

将
軍
の
名
に
お
い
て
一
連
の
植
物
の
種
と
蒸
留
器
の
提
供
及
び
薬
草
の
専
門
家
の
派

遣
を
求
め
た
。
来
日
し
た
薬
剤
師
は
、
幕
府
の
費
用
で
出
島
に
建
て
ら
れ
た
「
油
取

家
」
で
油
薬
の
製
造
法
を
教
え
な
が
ら
、
長
崎
周
辺
で
の
有
用
植
物
の
合
同
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
輸
入
植
物
の
栽
培
は
思
い
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
が
、
蒸
溜
技
術
の

移
転
は
成
功
し
、
国
内
の
薬
草
は
中
国
の
本
草
書
だ
け
で
は
十
分
に
把
握
で
き
な
い

と
い
う
認
識
が
広
ま
り
始
め
る
こ
と
に

14
）

な
る
。

当
時
の
日
蘭
貿
易
に
お
い
て
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
で
は
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な
か
っ
た
。
そ
れ
は
学
術
交
流
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
医
薬
品
、
道
具
、
書
籍
な
ど

に
加
え
、
専
門
家
の
説
明
と
教
授
を
求
め
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
提
供
し
た
も
の
や
情
報

を
取
捨
選
択
し
て
い
た
の
は
、
常
に
日
本
側
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
も
こ
の
交
流
で
様
々
な
収
穫
を
手
に
入
れ
た
。
そ
も
そ
も
専
門
家
の
派
遣

や
「
珍
品
」
の
供
給
は
、
生
糸
や
各
種
織
物
を
中
心
に
行
わ
れ
た
交
易
の
「
潤
滑

油
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
日
本
人
に
西
洋
外
科
術
や
医
薬
品
に
つ
い
て
教
え
る
立

場
の
医
師
の
一
部
は
、
日
本
の
医
薬
品
と
治
療
法
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
や
が
て
、
い
わ
ゆ
る
東
洋
医
学
に
関
す
る
最
初
の
情
報
は
、
中
国
か
ら
で
は
な

く
、
日
本
か
ら
西
へ
と
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
お
灸
はM

o
x
a

（
も
ぐ
さ
）
と
し

て
各
国
語
の
語
彙
に
定
着
し
、
中
国
の
捻
鍼
法
と
と
も
に
日
本
人
が
開
発
し
た
管
鍼

法
と
打
鍼
法
がa

cu
p
u
n
ctu

ra

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

経
絡
」、

気
」、

虚
症
」

や
「
実
症
」
な
ど
と
い
っ
た
概
念
の
理
解
は
困
難
を
極
め
、
誤
解
も
あ
っ
て
針
術
に

対
す
る
評
価
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
灸
術
に
関
す
る
事
例
報
告
と
代
替
品
の

研
究
は
半
世
紀
以
上
に
も
わ
た
っ
て
続
い
た
の
で

15
）

あ
る
。
ま
た
、
ア
カ
ネ
科
植
物
の

葉
及
び
若
枝
か
ら
抽
出
さ
れ
た
阿
仙
薬
はT

erra
 
Ja
p
o
n
ica

（
日
本
の
土
）
の
名

称
で
取
引
さ
れ
、
裕
福
な
家
庭
で
健
康
増
進
の
た
め
愛
飲
さ
れ
た
玉
茶
は
、
一
八
世

紀
初
頭
ま
で
「
皇
帝
の
茶
」（K

ey
sers T

h
ee

）
と
し
て
重
宝
が
ら

16
）

れ
た
。

一
六
六
九
年
及
び
一
六
七
一
年
、
幕
府
の
依
頼
で
長
崎
に
赴
い
た
薬
剤
師
は
、
野

外
調
査
で
確
認
で
き
た
植
物
の
リ
ス
ト
を
バ
タ
フ
ィ
ア
へ
送
っ
た
。
香
辛
料
な
ど
の

植
物
で
富
を
蓄
積
し
て
き
た
会
社
の
商
人
た
ち
は
、
そ
れ
を
検
討
し
た
が
、
最
初
苗

の
輸
出
許
可
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
上
記
の
薬
剤
師
の
上
司
だ
っ
た
医
師

ク
ラ
イ
ヤ
ー
が
出
島
商
館
長
と
し
て
日
本
の
植
物
調
査
を
続
け
、
薬
草
及
び
観
賞
用

植
物
の
報
告
、
標
本
及
び
種
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
送
り
、
西
洋
人
に
よ
る
日
本
植
物
研

究
の
基
盤
を
築
い
た
。
ク
ラ
イ
ヤ
ー
と
も
に
来
日
し
た
庭
師
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
一
六

九
二
年
に
発
表
し
た
『
東
洋
的
・
イ
ン
ド
的
園
芸
師
』
に
お
い
て
一
連
の
植
物
を
紹

介
し
、
日
本
の
庭
園
に
つ
い
て
も
初
め
て
詳
細
に
紹
介
し
て

17
）

い
る
。

総
ま
と
め
を
試
み
る
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル

南
蛮
人
の
追
放
後
、
日
本
に
関
す
る
新
た
な
情
報
は
急
激
に
乏
し
く
な
っ
た
の

で
、
一
六
六
九
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
作
家
モ
ン
タ
ヌ
ス
は
、
商
館
長
の
江
戸
参
府
日
誌

の
抜
粋
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
報
告
を
織
り
交
ぜ
て
、

日
本
の
皇
帝
へ
の
記
念

す
べ
き
使
節
団
」
と
い
う
著
書
を
発
表
し
て
い
る
。
モ
ン
タ
ヌ
ス
は
ア
ジ
ア
に
来
た

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
資
料
を
幅
広
く
収
集
し
な
が
ら
、
人
類
の
歴
史
と
文
化
に
お

け
る
日
本
の
位
置
づ
け
に
着
目
し
た
点
は
、
大
い
に
注
目
に
値
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語

版
に
続
き
ド
イ
ツ
語
版
、
英
語
版
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
出
版
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

で
日
本
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
と
同
時
に
、
最
新
状
況
を
現
地
で

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
、
知
識
人
の
間
で
改
め
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

ドイツ学士院の機関誌（1690年）に見ら

れる日本の百合（Andreas Cleyer:De
 

Floribus Japanensibus Kanako Juri &

Jama Juri. Miscellanea Curiosa, Decuria
 

2,Annus 7,Observatio 191。筆者蔵）
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そ
の
任
務
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
長
年
に
わ
た

る
旅
の
末
一
六
八
九
年
バ
タ
フ
ィ
ア
に
辿
り
着
い
た
医
師
ケ
ン
ペ
ル
で
あ
っ
た
。
ク

ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
地
元
の
知
日
派
か
ら
日
本
の
植
物
、
地
理
、
歴
史
、
社
会
に
関
す

る
研
究
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
、
調
査
の
依
頼
を
受
け
た
ケ
ン
ペ
ル
は
、
出
島
に
お

い
て
若
き
秀
才
今
村
源
右
衛
門
英
生
や
阿
蘭
陀
通
詞
た
ち
の
献
身
的
な
協
力
の
下
で

大
量
の
資
料
を
入
手
し
そ
の
内
容
に
関
す
る
説
明
を
記
録

18
）

し
た
。
項
目
ご
と
に
日
本

を
紹
介
す
る
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』

初
版
は
一
七
二
七
年
刊
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
日
本
観
の
基
盤
と
な
り
一
世
紀
以
上
の
間
、
来
日
す
る
研
究
者
の
基
本
文
献
と

19
）

な
っ
た
。
そ
の
附
録
に
は
、
す
で
に
一
七
一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
、
日
本
と
外
国
と

の
交
流
を
採
り
上
げ
た
論
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
人
類
の
自
由
な
交
流

を
支
持
す
る
ケ
ン
ペ
ル
は
、
日
本
を
例
外
と
し
、
歴
史
的
、
地
理
的
、
経
済
的
及
び

社
会
的
特
徴
を
分
析
し
な
が
ら
、
幕
府
の
対
外
政
策
を
妥
当
な
も
の
と
評
価
し
て
い

る
。
将
軍
を
頂
点
と
す
る
厳
し
い
支
配
体
制
は
無
視
し
て
い
な
い
が
、
魔
女
狩
り
の

狂
気
と
三
〇
年
戦
争
後
の
混
乱
の
中
で
育
っ
た
ケ
ン
ペ
ル
は
、
自
由
よ
り
も
安
定
と

秩
序
を
重
視
し
、
質
素
で
あ
り
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
日
本
人
を
讃
え
て
い
る
。

ケ
ン
ペ
ル
は
フ
ロ
イ
ス
と
同
様
に
文
化
的
差
異
を
強
く
意
識
し
て
い
る
が
、
日
本
人

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
手
本
に
し
な
く
て
よ
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

論
文
は
一
八
世
紀
の
知
識
人
を
大
い
に
刺
激
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
も
啓
蒙
主

義
陣
営
か
ら
も
激
し
く
批
判
さ
れ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ケ
ン
ペ
ル
の
こ
の
論
文

は
、
日
本
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
た
。
一
八
世
紀
末
頃
『
日
本
誌
』
の
蘭
語
版
を

読
ん
だ
蘭
学
者
志
筑
忠
雄
は
、
ロ
シ
ア
の
南
下
を
念
頭
に
こ
の
論
文
の
和
訳
を
試
み

た
際
、
原
文
の
長
い
題
目
を
「
鎖
国
論
」
と
し
て
ま
と
め
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
な

か
っ
た
「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
日
本
語
の
中
に
採
り
入

20
）

れ
た
。

（
１
）
一
五
四
九
年
十
一
月
五
日
付
、
パ
ー
ド
レ
・
メ
ス
ト
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
が
鹿
児
島
よ
り
ゴ
ア
の
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
の
コ
レ
ジ
ヨ
の
イ
ル
マ
ン
等
に

贈
り
し
書
翰
。
村
上
直
次
郎
訳
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
」
雄
松
堂
書
店
、

昭
和
四
三
年
、
上
巻
。

（
２
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
た
日
本
」
九
州
大
学
公

開
講
座
委
員
会
編
『
九
州
の
な
か
の
世
界
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一

年
、
二
七
〜
五
四
頁
。

（
３
）Jo

sef
 
F
ra
n
z
 
S
ch
u
tte
 
S
.J.:

K
u
ltu
rg
eg
en
ssa

tze
 
E
u
ro
p
a
Ja
p
a
n

(1585).
T
o
k
y
o
,
S
o
p
h
ia
 
U
n
iv
ersita

t,
1955

﹇T
ra
ta
d
o
 
em
 
q
u
e se

 
co
n
tem

 
m
u
ito su

sin
ta
e a
b
rev

ia
d
a
m
en
te a

lg
u
m
a
s co

n
tra
d
iço
es e

 
d
iferen

ça
s d
e cu

stu
m
es a

n
tre a g

en
te d

e E
u
ro
p
a e esta p

ro
v
in
-

cia d
e Ja

p
a
o

﹈。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
、
岡
田
章
雄
訳
注
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
と
日
本
文
化
』
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
。

（
４
）Jo

h
a
n
n
es M

u
ller

:
D
a
s Jesu

iten
d
ra
m
a
 
im
 
d
en
 
L
a
n
d
ern

 
d
eu
ts-

ch
er Z

u
n
g
e
 
v
o
m
 
A
n
fa
n
g
(1555)

b
is zu

m
 
H
o
ch
b
a
ro
ck

(1665).

A
u
g
sb
u
rg
,
B
en
n
o F

ilser,
1930.

（
５
）W

o
lfg
a
n
g M

ich
el
:
V
o
n L

eip
zig n

a
ch Ja

p
a
n

d
er C

h
iru
rg u

n
d

 
H
a
n
d
elsm

a
n
n
 
C
a
sp
a
r
 
S
ch
a
m
b
erg

er
(1623

1706).
M
u
n
ch
en
,

Iu
d
iciu

m
,
1999,

p
.
44

56.

（
６
）
石
ノ
森
章
太
郎
著
、
高
埜
利
彦
原
案
執
筆
『
鎖
国
｜
四
つ
の
口
』
中
央
公
論

社
、
一
九
九
八
年
。

（
７
）
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
著
、
速
水
融
・
永
積
洋
子
・
川
勝
平
太
訳
『
近
世
日
本
の
国

家
形
成
と
外
交
』
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
８
）R

ein
ier
 
H
.
H
esselin

k
:
P
riso

n
ers

 
fro
m
 
N
a
m
b
u
:
rea

lity
 
a
n
d

 
m
a
k
e
b
eliev

e
 
in
 
sev

en
teen

th
cen

tu
ry
 
Ja
p
a
n
ese

 
d
ip
lo
m
a
cy
.

H
o
n
o
lu
lu
,
U
n
iv
ersity o

f H
a
w
a
i’i P

ress,
2002.
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（
９
）F

ra
n
ço
is C

a
ro
n
:
B
esch

rijv
in
g
h
e V

a
n h

et M
a
ch
tig
h C

o
n
in
ck
ri-

jck
e Ja

p
a
n
.
A
m
sterd

a
m
,
H
a
rtg
ers,

1648.

フ
ラ
ン
ソ
ア
・
カ
ロ
ン
原

著
、
幸
田
成
友
訳
著
『
日
本
大
王
国
志
』
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
。

（
10
）
片
桐
一
男
『
出
島
｜
異
文
化
交
流
の
舞
台
』
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
11
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
異
文
化
と
の
出
会
い
｜
阿
蘭
陀
カ
ピ
タ
ン

の
謁
見
に
つ
い
て
」『
洋
学
史
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
九
八
年
、
一
〜
一
一

頁
。W

o
lfg
a
n
g
 
M
ich
el
:
P
ro
stra

tio
 
u
n
d
 
P
ick

elh
erin

g
sreig

en

E
n
g
elb
ert K

a
em
p
fers E

rleb
n
isse im

 
S
ch
lo
ss zu E

d
o u

n
d d

eren
 

H
in
terg

ru
n
d
.
In
:
Ja
p
a
n
isch

e
 
G
esellsch

a
ft
 
fu
r
 
G
erm

a
n
istik

(ed
.)
:
D
o
k
u
m
en
ta
tio
n A

sia
tisch

e G
erm

a
n
isten

ta
g
u
n
g in F

u
k
u
o
-

k
a 1999.

T
o
k
y
o
:
S
a
n
sh
u
sh
a
,
2000,

p
p
.
124

134.

（
12
）W

o
lfg
a
n
g M

ich
el
:
V
o
n L

eip
zig n

a
ch Ja

p
a
n

d
er C

h
iru
rg u

n
d

 
H
a
n
d
elsm

a
n
n
 
C
a
sp
a
r
 
S
ch
a
m
b
erg

er
(1623

1706).
M
u
n
ch
en
,

Iu
d
iciu

m
,
1999,

p
.
100

136.

（
13
）
宗
田
一
著
『
図
説

日
本
医
療
文
化
史
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
、
一
二

三
〜
一
四
八
頁
。

（
14
）W

o
lfg
a
n
g
 
M
ich
el,

E
lk
e W

erg
er

K
lein

:
D
ro
p
 
b
y
 
D
ro
p

T
h
e

 
In
tro
d
u
ctio

n
 
o
f W

estern
 
D
istilla

tio
n
 
T
ech

n
iq
u
es in

to
 
S
ev
en
-

teen
th

C
en
tu
ry
 
Ja
p
a
n

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
五
〇
巻
第
四
号
（
二
〇

〇
四
年
）、
四
六
三
〜
四
九
二
頁
。
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
「
シ
ー
ボ

ル
ト
記
念
館
所
蔵
の
「
阿
蘭
陀
草
花
鏡
図
」
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
」『
鳴
滝

紀
要
』、
第
一
七
号
、
二
〇
〇
七
年
、
九
〜
三
八
頁
。

（
15
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
にM

o
x
a

（
む
ぐ
さ
）
を
紹

介
し
た
バ
タ
フ
ィ
ア
の
牧
師
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
シ
ョ
フ
の
生
涯
と
著
作
に
つ
い

て
」『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
二
三
巻
第
一
号
（
一
九
九
八
年
）、
四
七
〜
六
三

頁
。W

o
lfg
a
n
g
 
M
ich
el
:
F
a
r E

a
stern

 
M
ed
icin

e in
 
S
ev
en
teen

th
 

a
n
d
 
E
a
rly
 
E
ig
h
teen

th
 
C
en
tu
ry
 
G
erm

a
n
y
.

『
言
語
文
化
論
究
』
第
20

号
（
二
〇
〇
四
年
）、
六
七
〜
八
二
頁
。

（
16
）V
a
len
tin
i,
M
.
B
.:
M
u
seu

m
 
M
u
seo

ru
m
 
o
d
er v

o
llsta

n
d
ig
e S
ch
a
u

B
u
h
n
e
 
a
ller

 
M
a
teria

lien
 
u
n
d
 
S
p
ecerey

en
.
V
o
l.
1,
F
ra
n
k
fu
rt

 
1704,

p
p
.
208

211.

（
17
）G

eo
rg
e M

eister
:
D
er O

rien
ta
lisch

In
d
ia
n
isch

e K
u
n
st
u
n
d L

u
st

G
a
rtn
er.

D
resd

en
,
Jo
h
a
n
n R

ied
el,

1692.

（
18
）E

n
g
elb
ert

 
K
a
em
p
fer

:
H
eu
tig
es
 
Ja
p
a
n
.
H
era

u
sg
eg
eb
en
 
v
o
n

 
W
o
lfg
a
n
g
 
M
ich
el u

n
d
 
B
a
ren

d
 
J.
T
erw

iel.
Iu
d
iciu

m
 
V
erla

g
,

M
u
n
ch
en
,
2001,

V
o
l.
2,
p
p
.
73

179.

（
19
）P

eter K
a
p
itza

:
E
n
g
elb
ert K

a
em
p
fer u

n
d d

ie eu
ro
p
a
isch

e A
u
f-

k
la
ru
n
g
:
d
em
 
A
n
d
en
k
en
 
d
es L

em
g
o
er R

eisen
d
en
 
a
u
s A

n
la
ss

 
sein

es
 
350.

G
eb
u
rtsta

g
s
 
a
m
 
16.

S
ep
tem

b
er
 
2001.

M
u
n
ch
en
,

Iu
d
iciu

m
,
2001.

（
20
）
大
島
明
秀
「
近
世
後
期
日
本
に
お
け
る
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』
の
受
容
」

『
洋
学
』
第
一
四
号
、
一
〜
三
二
頁
。
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